



























































































































































1927/1933/1934 Essays in Zen Buddhism I/II/III
1930 『禅とは何ぞや』（全集第 14巻）















1949 Living by Zen（『禅による生活』1957 邦訳・全集第 12巻）
1965 『禅』（全集第 14巻）
［後記］
上記の拙論は、来年アメリカで出版予定の The	 Oxford	 Handbook	 of	 Japanese	 Philosophy（Edited by 
Bret W. Davis）に掲載される「鈴木大拙」の項目のために書いた「即非の論理」に関する小論である。
筆者が長年従事している西田哲学研究においても、鈴木大拙の西田哲学への影響関係には深く大きな
意味がある。『善の研究』出版百年を記念する西田哲学会の基調講演「『善の研究』における「表現」
思想」（『西田哲学会年報』第 9号 2011）において、筆者は、「純粋経験」の哲学成立への端緒として、
大拙と西田の手紙の応答に着目した論究を試みた。また西田最後の宗教論『場所的論理と宗教的世界
観』の執筆開始の時点で、大拙から『日本的霊性』（現在の文庫本と違い、第 5章「金剛経の禅」を
含む初版）が届き、そこでの「即非の論理」が正面から西田に受け止められた。さらに大拙は、その
後の西田の死後においても、御進講「仏教の大意」などで西田の最後の宗教論の意図、「私の絶対矛
盾的自己同一即ち即非の論理」から「人（にん）というもの即ち人格を出したい」、「それを現実の歴
史的世界と結合したい」（19-399）という西田の宿願にも応答していると思われる。大拙は『日本的
霊性』において、法然と親鸞の二人を一人、一人格と見るという面白い解釈を試みているが、それを
借りて言えば、西田と大拙の二人を一人と見て、相互の相補的な解釈を試みることも可能ではないか
と愚考するものである。詳細な解明吟味は他日を期す他ないが、最小限の課題を記してみた。
